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１．高崎商工会議所にてIT活用支援を
進めることができた背景

２．高崎商工会議所のIT活用支援の
取り組みについて

３．高崎商工会議所のビジョンと販路
開拓支援の取り組みについて

４．IT活用支援の事例とIT活用支援を
更に進めるために必要なこと



(１) 支援環境の変化

１．高崎商工会議所にてIT活用支援を

進めることができた背景

(２) 自己紹介

(３) 高崎商工会議所での支援の流れ



(１) 支援環境の変化

▼｢パソコン研修｣や｢ホームページ作成サービ
ス｣､｢ビジネス情報化フェア｣等､IT活用支援
を進める下地があった

▼ビジョンで提言した｢販路開拓支援｣を通じて､
支援企業との関係性が密接になった

▼経産省や日商等の関係機関の積極的な情報
発信により、ビジョンで提言した｢情報を
つなぐ役割｣が行い易くなった

▼補助金等の申請支援を通じて、支援企業の
強みや弱み､そして課題を認識できるように
なった



(２) 自己紹介

大学卒業後､都内の情報システム会社に
就職し､大手企業のCRMやSFA推進プロ
ジェクトを経験

平成13年4月

平成17年4月 プロジェクトの成功と失敗から大学院にて
組織文化や経営革新要因等について研究

平成19年4月 高崎商工会議所に入所し､最初に担当した
仕事が｢IT経営キャラバン隊｣

平成24年3月 高崎商工会議所｢ビジョン策定プロジェク
ト｣に参加

平成24年4月

平成21年11月 中小企業診断士に登録

｢中小企業支援ネットワークアドバイザー｣
にて幅広い相談に対応



平成13年度～ 平成19年度～ 平成23年度～
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画
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経営革新等支援機関の認定

ビジョン策定

創業支援事業計画(支援事業者)の認定

経営発達支援計画の認定

首都圏商談会

県内商業施設での物産展

高崎えびす講市

小規模事業者持続化補助金

首都圏物産展

電子証明書取得支援・電子入札支援

ホームページ作成支援

職員が講師となったパソコン研修

ビジネス情報化フェア
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平成26年度～

●Goo地域 ●Yahooロコ ●BMテンポ

委託パソコン教室

●IT経営キャラバン隊

ﾌﾟﾗｽITｾﾐﾅｰ

応援ｾﾝﾀｰ地域力連携 ﾈｯﾄﾜｰｸ強化地域ﾍﾞﾝﾁｬｰ支援ｾﾝﾀｰ 群馬県中小企業支援・シルクカントリープラットフォーム

高 崎 バ ル

組織変更

(３) 高崎商工会議所での支援の流れ



(１) 職員が講師となったパソコン研修

２．高崎商工会議所のIT活用支援

の取り組みについて

(２) ホームページ作成サービス

(３) ビジネス情報化フェア



当所では平成13年から平成27年2月まで14年間にわ
たり､会議所ビル内に常設したパソコン研修室にて､職員
が講師・助手となった｢パソコン研修｣を実施｡｢いつでも
､気軽に､安く｣をキャッチフレーズにWordやExcelだけ
でなく､会計ソフトや個別演習を取り入れるなど､14年
間累計で2,210回の開催で､15,001名の受講があった｡

(１) 職員が講師となったパソコン研修

研修メニュー

Word入門､Excel入門､ハガキ作成
ホームページ作成､カメラ撮影･編集
弥生会計､会計王､タブレット入門､
電子入札､ネットショップ､個別演習



(２) ホームページ作成サービス

事
業
者
の
ペ
ー
ジ
へ
誘
導

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
個
別

平成13年度より｢goo地域｣を活用した会員事
業所の無料ホームページ作成サービスを開始｡
｢goo地域｣の廃止に伴い､平成24年度からは｢
Yahooロコ｣に変更｡現在は､大阪商工会議所が
運営する｢BMテンポ(年間3千円)｣にてサービス
を提供｡ポータルサイト｢たかさきわいわいひろ
ば｣を設けることにより､個別事業者のページへ
の誘導を図っている｡



管内事業者の情報化の推進と､地元情

報関連企業とのマッチングを目的に､平

成19年に｢IT経営キャラバン隊 in たか

さき｣を初開催｡翌年度以降も名称を｢ビ

ジネス情報化フェア｣に変更し､現在も

継続実施｡地元情報関連企業の製品展示

や｢楽天市場｣､｢ツィッター｣､｢SEO対策

｣､｢ぐるなび｣､｢Yahoo｣､｢Amazon｣､

｢アリババ｣等の実践セミナーを開催｡

(３) ビジネス情報化フェア（IT経営キャラバン隊）



(１) 所内ビジョン策定プロジェクト

３．高崎商工会議所のビジョンと

販路開拓支援の取り組みについて

(２) 関係性を構築する販路開拓支援

(３) 経営発達支援事業

(４) 機構改革と補助金申請支援



当所の会員数推移

当所では､平成24年まで脱会数が入会数を大幅に上回り､会員数の減少が著し
かった｡また､平成22年2月に｢変わる中小企業､変われるか支援人材｣が公表され､
事業内容の見直しや意識の変革が求められていた｡

会員数入会･脱会数



(１) 所内ビジョン策定プロジェクト

会員数の減少が著しい中､平成24年に若手職員10名による高崎商工会議
所｢ビジョン策定プロジェクト｣を発足｡ビジョンの策定とともに事業内容や
組織の見直し等､5つの改善案を提案する｡

情報発信力を

高めるため、

ホームページを

リニューアル

情報発信手段

の強化に向け

FaceBook

ページを開設

情報発信手段

の強化に向け

LINE＠を開始



(２) 関係性を構築する販路開拓支援

平成25年度補正｢広域展示販売･商談会事業｣の採択を受け､管内事業者の首都圏需
要の拡大に向け｢東京駅｣､｢新宿駅｣､｢ららぽーとTOKYO-BAY｣にて販売会を開催｡

販売戦略の立案やバイ
ヤーとの商談に向けた
取引条件やＰＲポイン
ト等の整理を支援

当所の低価格ホーム

ページサービス

(3千円/年)を活用した

ホームページ作成支援

商品PRに必要な

チラシやPOP､

商談で用いる名刺等

の販促物作成支援

バイヤーセミナー

個別相談会

商品選定のプロを招いたセ
ミナーを開催し、ヒット商
品の傾向や商品選定のポイ
ント等を知っていただく

実際の商品を首都圏のトッ
プバイヤーに見ていただき
、改善点や販売チャネル等
のアドバイスをいただく

整理した内容を
バイヤー向けの
商品カタログと
して作成し、首
都圏のバイヤー

へ配布

物産展の開催

商談会の開催

東京駅､新宿駅､ららぽー
とTOKYO-BAYでの販
売会を実施

11月17日にホテルメ
トロポリタンエドモン
トにてバイヤー56名を
招いた商談会を開催。

物産展並びに商
談会での首都圏
消費者・バイヤ
ーの評価を受け
て､商品の改善
点や更なる販路
開拓を支援

小規模事業者持
続化補助金等の
申請を支援

申請支援数
13社(内採択数

12社)

申請支援数8社
(内採択数5社)

平成27年度補正

平成26年度補正

申請支援数20社
(内採択数15社)

平成28年度補正



(２) 関係性を構築する販路開拓支援

平成28年度補正｢広域展示販売･商談会事業｣でも４度目の採択を受け､ギフトショー
への出展やバイヤー商談会｢たかさきセレクトフェア｣を拡大するなど商談機能を強化｡

販売戦略の立案やバイ
ヤーとの商談に向けた
取引条件やＰＲポイン
ト等の整理を支援

インバウンドを

ターゲットにした

｢ビジネス英会話講座｣

や｢越境ECセミナー｣

等を開催

商品PRに必要なチラシ

やPOPの作成､出店者間

のコラボレーション

商品の開発等を支援

整理した内容を
バイヤー向けの
商品カタログと
して作成し、当
所のホームペー
ジでも公開

物産展の開催

ギフト・ショー

7月29日(土)､30日(日)の2日間､首都圏で
最も国内外からの観光客が集う浅草｢まるご
とにっぽん｣で､｢まるごとたかさきフェア｣
を開催。

9月6～8日の3日間､
東京インターナショ
ナル ギフト･ショー
へ出展し､商談並びに
商品カタログを配布

過去3度の物産
展並びに商談会
での首都圏消費
者・バイヤーの
評価を受けて､
商品の改善点や
ネットショップ
の開設等を提案

小規模事業者持
続化補助金等の
申請を支援

申請支援数
13社(内採択数

12社)

申請支援数8社
(内採択数5社)

平成27年度補正

平成26年度補正

申請支援数20社
(内採択数15社)

平成28年度補正

商談会の開催

10月26日にホテル
メトロポリタンエド
モントにてバイヤー
98名を招いた商談
会を開催

本
事
業
の
結
果
を
踏
ま
え
、
更
な
る
支
援
を
継
続



(３) 経営発達支援事業

平成26年6月の小規模事業者支援法の改正を受けて､商工会及び商工会議所
に作成が求められた｢経営発達支援計画｣の策定にいち早く取り組み､伴走型支援
の取り組みとして第1号認定を受け､様々な発達支援事業を実施｡

管内事業者ニーズの把握

｢持続的な経営のサポート

体制づくり｣に向けて、管

内事業者約7,500社を対

象にしたアンケート調査

を実施。経営課題を抽出。

県内大型商業施設にて
たかさき物産展を開催

小規模事業者の販路開拓

を支援するため、昨年は

イオンモール太田にて、

本年はスマーク伊勢崎に

て販売会を開催。

経営指導員の資質向上

連携支援機関や県西部の

商工団体で｢西毛地区小規

模事業者等支援連携会議｣

を組織し､定例会議にて小

規模事業者の経営課題の

共有と支援施策の情報交

換を行うことで支援力の

向上を図っている｡

WEBセミナーの配信

店舗や事務所を留守にで

きない小規模事業者の方

向けに、WEBセミナーを

配信。



(４) 機構改革と補助金申請支援

高崎商工会議所

総 務 課 企画情報課 工業振興課 商業振興課

ビジョンでの提言､そして小規模支援法の改正に伴う管内事業者の経営発
達支援に向けて､平成28年4月に事務局組織の再編を行う｡個者支援を行う
｢経営支援課｣と面的支援を行う｢地域振興課｣を明確化する｡

高崎商工会議所

総 務 課 会員サービス課 地域振興課 経営支援課

再 編 前 の 事 務 局 組 織

再 編 後 の 事 務 局 組 織

面 的 支 援 個 者 支 援会員サービス組 織 運 営



(４) 機構改革と補助金申請支援

これまで紹介してきた｢経営発達支援｣､｢広域展示販売･商談会｣､そして｢キャリア
支援｣を合わせた3事業は､事業期間が長く､出張等も多いため､若手職員の人材育成を
兼ねて各課横断的なプロジェクトチームで対応｡また､各事業を通じて総務課職員や
若手職員が事業者との接点を増やすことにより､全課体制での｢小規模事業者持続化
補助金｣等の申請支援につなげている｡

高崎商工会議所

総 務 課 会員サービス課 地域振興課 経営支援課

当 所 の プ ロ ジ ェ ク ト 組 織

面 的 支 援 個 者 支 援会員サービス組 織 運 営

経 営 発 達 支 援 事 業

広 域 展 示 販 売 ・ 商 談 会 事 業

キ ャ リ ア 支 援 事 業

全課体制で｢小規模事業者持続化補助金｣等の申請を支援

平成28年度補正では189件の申請を支援し、71件が採択



(１) ㈲HAPPY ISLANDの支援事例

４．IT活用支援の事例とIT活用支援

を更に進めるために必要なこと

(２) ㈲タンポポの支援事例

(３) IT活用支援を更に進めるために
必要なこと



(１) ㈲HAPPY ISLANDの支援事例

有限会社HAPPY ISLAND

GGC２店舗、Happy Burg２店舗を展開

支援のきっかけ

平成23年3月に発生した東日本大震災､同年4月に発生した牛肉ユッケ食

中毒事件､原発事故に伴う計画停電の影響により､売上がダウン｡広告費を削
減し､人材育成に注力したいとの相談がある｡
当所のセミナーや情報化フェアに参加し､SNSの活用を始めるとともに､

POSシステムと連動した顧客管理システムを導入｡しかしながら､活用しき
れていない状況にあった｡

人材育成に関する助成金の活用を勧めるととも

に､地域イベントへの出店とSNSでのPR､お客様
が投稿する仕組みづくりを専門化とともに提案｡
また､顧客データの分析･活用とDM回収率の分

析等をアドバイス｡



SNSを活用した末広がりのプロモーション

を
構
築
し
、
全
店
舗
内
で
Ｐ
Ｒ

お
客
様
自
ら
が
投
稿
す
る
仕
組
み

行
い
投
稿
や
リ
ン
ク
の
仕
方
を
改
善

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
解
析
を ミラサポ専門家派遣

ミラサポ専門家派遣



全店舗にて会員登録を促進 カードを発行

№ 有効割合

1 2014年10月31日 26,281名 2013年11月1日～2014年10月31日 4,015名 15.3%

2 2015年10月31日 31,708名 2014年11月1日～2015年10月31日 5,427名 17.1%

3 2016年10月31日 42,292名 2015年11月1日～2016年10月31日 10,584名 25.0%

4 2017年10月31日 63,207名 2016年11月1日～2017年10月31日 20,915名 33.1%

登録顧客数 有効顧客数

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

2014年 2015年 2016年 2017年

名

10,000名

20,000名

30,000名

40,000名

50,000名

60,000名

70,000名

「登録顧客数」・「有効顧客数」・「有効割合」推移

登録顧客数 有効顧客数 有効割合

登録顧客数
有効顧客数

有効割合 来店日､注文商品

等の情報を蓄積

半年以内にポイント
カードを使った方

データの抽出条件

お誕生日ＤＭを送付

DMで来店して
くれた方

DMで来店して
くれなかった方

再来店を促す
ＤＭを送付

45％以上
の高回収率

再来店を促す
封書を送付

22.5％の
回収率

【顧客データ】63,207名
【有効顧客数】20,915名

さ
ら
な
る
試
み
を
実
施

Ｄ
Ｍ
の
回
収
状
況
を
分
析
し

顧客データの蓄積とRFM分析を通じた集客の取り組み



ビジネスフローと取り組みの成果

【顧客データ】63,207名
【有効顧客数】20,915名

来店頻度の高い方が
多く住むエリア

データの抽出条件

顧客データに基づいて配布
エリアを選択して実施した
折込チラシでは､以前と同様
枚数の配布にもかかわらず､
売上高が1回目で123％増
加､2回目で135％増加した

売上増に向けた新たな取組み



(２) ㈲タンポポの支援事例

有限会社タンポポ

牧場経営の傍ら、乳製品を製造･販売

支援のきっかけ

平成27年3月に実施した｢たかさき物産フェスタ IN 東京駅｣への出展を

きっかけに､当社の販路開拓について支援｡その後､｢高崎わくわく発見フェ
スタ IN ららぽーとTOKYO-BAY｣､｢まるごとたかさきフェア IN 浅草｣へ
の出展を通じて継続的な販路開拓を支援｡販路開拓支援を行う中で､物産展

の来場者に対してリピート購入を促すショッピングサイトのスマートフォ
ン･クレジット決済の対応について相談がある｡

｢小規模事業者持続化補助金｣の申請を通じて､

ショッピングサイトのリニューアルを提案すると
ともに､ホームページにて事前に物産展の出展案
内を行い､写真等を交えて商品の良さをPRするよ

うにアドバイスを行う｡



ホームページ改善のポイント

｢長坂牧場
とは｣のペ
ージにて､
安心安全
で高品質
な牛乳へ
のこだわ
りを説明

｢美味しい
理由｣のペ
ージにて､
美味しさ
の秘訣を
写真等で
具体的に
説明

｢ヨーグル

トができ

るまで｣の

ページに

て､作業工

程を説明

クレジットカードを含め､様々
な決済手段に対応するとともに
､配送方法や送料､納期や返品等
についてもわかり易く記載

催事への出店情報を､事前に
ホームページにて告知



ビジネスフローと取り組みの成果



広域商圏向け販路開拓支援モデル(㈲タンポポ)小商圏向け販路開拓支援モデル(㈲HAPPY ISLAND)

ＧＧＣ高崎本店 ＧＧＣ前橋店

HappyBurg
高崎中泉店

HappyBurg
高崎倉賀野店

新規顧客獲得
のサイクル

潜在顧客の集まる地域
イベントへ出店するこ
とで､実店舗の存在を
認知してもらう

地域イベントにて限定
メニューを食べてもら
うことで､実店舗への
誘客を図る

ポイントカードの発行
とRFM分析を通じた

DM等により､優良顧客
のリピート化を図る

チェック
インを促
すことで､
末広がり
のマーケ
ティング

SNSへの投稿
を促すことで､
末広がりのマー
ケティング

地域イベ
ントへの
出店情報
をSNS
を通じて

PR
新規顧客獲得
のサイクル

長坂牧場内工場
直営ショップ

群馬八幡駅前
直営ショップ

スズラン前橋店 高崎OPA店

潜在顧客の集まる全
国の物産展へ出店し､
試飲を通じて当社商
品のファンをつくる

当社ショッピングサ
イトを通じてリピー
ト購入を促す

各物産展にて当
社ショッピング
サイトへの誘客

を実施

ショッピングサイトの
購入履歴から催事出店
エリア近隣のお客様に
出店案内を事前に送付

催事への出店情
報を､事前に

ホームページに
て告知

購入履歴を
｢楽一｣へ蓄積



(３) IT活用支援を更に進めるために必要なこと

▼地方の中小･小規模事業者は､国の施策やITの
活用イメージが想像できていない

▼そのため､国の施策情報やITの活用イメージ
を提供する支援者の存在が必要

▼支援者が国の施策やITに不馴れな場合には､
情報が行き届かない可能性が高い

▼ITツールは目的を達成するための手段であっ
て､導入が目的ではない

身近な支援者が国の施策やITに関する知識を深め､
様々な相談場面で情報提供を行っていくことが必要



３．IT活用支援を更に進めるために必要なこと

▼支援者は､自らITを活用し､中小･小規模事業者へ
の導入イメージを構築する必要がある

▼支援者は､支援ネットワークを構築し､幅広く情報
を収集し､相談できる体制を構築する必要がある

▼支援者は､中小･小規模事業者の抱える課題に対
して､真摯に向き合い信頼関係を構築する必要が
ある

身近な支援者が国の施策やITに関する知識を深め､
様々な相談場面で情報提供を行っていくことが必要

▼支援者は､ITの導入支援だけを考えるのではなく､
課題の解決等の全体最適を考える必要がある



管 内 商 工 業 者

所内パソコン教室（現在は外部委託）

パ

ソ

コ

ン

ス

キ

ル

低

高

フ ロ ン ト オ フ ィ ス バ ッ ク オ フ ィ ス そ の 他S N S の 活 用

当所の低価格ホーム
ページサービス

(年間3千円)の活用

｢はじめてWEB｣等の
低価格ホームページ
サービスを活用

｢小規模事業者持続化補助金｣
や｢IT導入補助金｣等を活用
したホームページの作成支援

｢Google Analytics｣
等を活用したアクセス

解析等を支援

ミラサポ専門家派遣

ミラサポ専門家派遣

｢FaceBook｣
の活用を支援

｢FaceBook｣
ページの活用

を支援

｢Instagram｣
ページの活用

を支援

会計ソフトの
導入を支援

クラウド会計
の導入を支援

補助金の活用
補助金の活用

ミラサポ専門家派遣

ミラサポ専門家派遣

電子入札
電子入札のPC
環境の構築支援

社内ネットワーク
の構築支援

情報セキュリティ
対策の支援

補助金の活用

補助金の活用

補助金の活用

ミラサポ専門家派遣

勤怠管理システム
の導入を支援

生産管理システム
の導入を支援

ミラサポ専門家派遣





ご清聴いただき、ありがとうございました。

TEL 027-361-5171
FAX 027-362-3550

http://www.takasakicci.or.jp/
info@takasakicci.or.jp

高 崎 商 工 会 議 所


